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令和７年度第２回昭和村総合教育会議 議事録

１ 日 時 令和８年２月２日（月）午後２時５５分

２ 場 所 昭和村公民館研修室

３ 出席者 舟木幸一 （昭和村⾧）

⾧沼敬貴 （昭和村教育委員会教育⾧）

五十嵐麻裕子（昭和村教育委員(教育⾧職務代理者)）

小林さや香 （昭和村教育委員）

涌井一統 （昭和村教育委員）

五十嵐美智保（昭和村教育委員）

庶務 栗城進也（昭和村教育委員会教育次⾧）

鵜川洸一（昭和村教育委員会教育係⾧）

束原健二（昭和村総務課⾧）

４ 傍聴人 なし

５ 議事

・ 議題１ 昭和村の教育大綱について

・ 意見交換

６ 会議の概要

◎ 開会（午後２時５５分）

教育係⾧が開会を宣言した。

◎ あいさつ

はじめに村⾧が行い、続いて教育⾧が行った。

◎ 議事（発言要旨）

教育係長：議事に入ります前に、お断りをさせていただきます。この会議の議事

録は、後日、昭和村公式ホームページで公表いたします。ただし、個人の秘密

を保つ必要があるものなど、公表すべきでないものについては、その部分を非

公表とさせていただきます。それでは、議⾧を村⾧にお願いし、進めていただ

きます。

村長：議事に入ります。議題１、昭和村の教育大綱についてを議題とします。事
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務局の説明を求めます。

（教育次⾧が資料の説明をした。）

村長：皆さまからご意見などを伺います。ご発言をお願いします。

五十嵐麻裕子委員（以下「五十嵐(麻)委員」）：今まで教育大綱は別にあったが、

村全体の計画の中に落とし込まれることによって、色々な分野とつながりあっ

ていることが分かりやすくなりまた。取り組んでいくことも分かりやすく、進

めていくほうもやりやすくなったと思います。

小林委員：93頁にある「生きる力を育む教育のむら」というフレーズが良いと思

いました。目指す姿で、「”この村で子どもを育てたい、学ばせたい”と考え、

移住する方が現れています」ということが大事で、教育関連施設を建てるため

協議中ですが、素晴らしい校舎ができてくると思うので、もっともっと子ども

たちが増えて、この村で子育てしたいから移住する人が増えてくるような計画

が進められることを期待します。

教育長：相双地区では関東圏から、そこで子どもを育てたいから、教育を目的に

移住してきた人がいっぱい入ってきています。校舎だけでなく教育課程、教育

の内容をふまえて、自然の豊かな昭和村で子育てをしたいという方にぜひ来て

ほしいと思います。そのために教育課程、建物を含めて総合的な教育力を向上

させていかなければならないと考えます。

小林委員：本村は豪雪地帯で厳しい場所なので移住者を増やすことは難しいかも

しれませんが、それを逆手にとって、移住する人が増えたらいいと思います。

村長：かつて磐梯町では、学力向上を図る施策によって移住する人を増やした経

緯もあります。

五十嵐美智保委員（以下「五十嵐(美)委員」）：「ウェルビーイング」という言葉、

すごくいいなと思いました。昭和村も多様化してきて色々なことが起きてきて

います。心地よく暮らすためにウェルビーイングに取り組むということはすご

く良いことだと思いました。それから「いとなみを継ぐ」の項目に関すること

で、「10万人に向けた発信」より、もっと下の単位でもいいのではないかと思

いました。

涌井委員：「100年後も昭和村が昭和村であり続けるために」という観点で、特に

教育については、特色のある教育、昭和村らしい取組をさらに進めていくとい
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うことは100年後の昭和村にとってとても大事なことで、この取組がぜひ実の

あるものになれば良いと感じました。情報発信の件で、観光イベントの情報発

信の話になってしまいますが、誰でもいいから来村して、というより、昭和村

らしいものを観に来たい人に情報が届くようにしています。そこから将来的に

は村に移住することにつながるよう意識して発信しています。五十嵐(美)委員

の言うように、昭和村に興味がある人にもっと届くような情報発信が大事では

ないかと考えています。

村長：村のホームページもそれを意識して作っています。100年後も昭和村があ

り続けるための基本は教育だと思います。子どもたちがどういった教育を受け

て、学び、育っていくか。その教育の場が保小中一貫教育、施設の建設だと思

っていますので、その視点も含めて、今後、議論を深めていただきたいと思っ

ています。

教育長：特色ある教育は保育所から中学校までの系統表を作って進めていきます

が、子どもたちが用意されたものを体験するだけで終わらずに、自ら体験した

ことを、外に向けて発信するところまで持っていけたら良いと考えています。

村長：親がどんな気持ちで子育てするかも大事なことです。学力偏重の価値観を

押し付けるのではなく、子どもの特性を理解した上での子育てが大事だと考え

ます。そこは社会教育の分野になってくるので、その分野での取組も大事にな

ってきます。

教育長：昭和村の保護者は、子どもを応援する保護者が多いと感じます。

村長：社会教育と社会福祉協議会との連携も効果が出ると思うがどうでしょう

か。

小林委員：以前は少年教室と連携しての事業を実施していましたが、コロナ禍以

降できていません。子育てに関する協議体を企画すると、親からは、子どもが

いずれ村を出ていったときに必要な「生きる力」をここで育ませたい、という

ことを良く聞くので、協議体も重要だと思っています。

村長：五十嵐(美)委員の地元では集落戦略を進めていますが、その場合は、社会

教育の分野とも関係するかもしれませんが、どのように考えていますか。

五十嵐(美)委員：集落戦略の取組として、今年も獨協大学の学生が３日間、地区

に滞在していきました。それによって、さらに地区の人たちとの交流が大いに
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深まりました。地区の人たちにとってもその取組が生きがいになってきている

ようです。また、新年度には地区に村の子どもたちを呼んで、地区の住民や大

学生と交流をする企画を考えています。地区には子どもが一人もいないため、

地区に活気が出るような取組にしてみたいです。

涌井委員：外からの人の視点というのが、村に元から住んでいる人にとってどう

映るか、というのが最終的に村の誇りになると思っています。昭和村らしくあ

るためには、外の人の視点をうまく使って、村の人の誇りの醸成につなげてい

きたいと思っています。

村長：他にご意見がなければ、教育大綱は原案のとおり決定したいがご異議あり

ませんか。

（全員から「異議なし。」の声あり。）

村長：異議なしと認めます。それでは、昭和村教育大綱は原案のとおり決定しま

した。続いて、意見交換に移ります。教育行政全般にわたってご意見などを伺

います。

五十嵐(麻)委員：先ほどの、地区に子どもたちが来るという話を聞いて、村内に

は子どものいない地区がほとんどなので、放課後児童クラブを地区回りででき

たらいいな、と感じました。

小林委員：先ほどの満足度調査で、教育に関する項目が大きく伸びてきているの

は、村の施策の効果もあるかもしれませんが、村民が関心を持って期待してく

れているのだな、と感じました。

五十嵐(美)委員：振興計画では集落の今後の人口の推計が示されていますが、や

はり関係人口を増やして、移住につなげることが集落維持には大事だと感じま

した。

涌井委員：草加市の子どもが自然教室で昭和村に来村しますが、その逆に、村の

子どもが都会の暮らしを体験する機会もあったらいいのではないかと思いまし

た。

村長：ホームステイとか、考え方としてはおもしろいと思う。

村長：他にご意見がないようであれば、以上で議事は全部終了いたしました。本

日は貴重なご意見などをお聞かせいただき、ありがとうございました。

◎ その他



- 5 -

教育係⾧がその他の発言を促したが、出席者から発言はなかった。

◎ 閉会

教育係⾧が閉会を宣言した。

（午後４時１７分）







庶務

（教育次⾧／教育係⾧／総務課⾧）
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追加資料１
























